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『
山
月
記
』
が
山
月
「
記
」
と
さ
れ
た
必
然
性
に
関
す
る
一
考
察
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中
島
敦
『
山
月
記
』
は
、
『
文
学
界
』
一
九
四
二
年
二
月
号
に
お
い
て

掲
載
さ
れ
た
『
古
譚
』
の
う
ち
の
一
篇
で
あ
る
。
作
品
発
表
当
時
、
中
島

敦
は
パ
ラ
オ
に
滞
在
し
て
お
り
、
帰
国
後
、
同
年
七
月
に
刊
行
し
た
作
品

集
『
光
と
風
と
夢
』
に
、
既
出
の
本
文
を
一
部
改
変
す
る
形
で
『
山
月
記
』

を
も
収
め
た
。

『
山
月
記
』
に
つ
い
て
は
数
多
の
先
行
研
究
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
様

々
な
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
ら
の
う
ち
、
唐
・
李
景
亮
『
人

虎
伝
』
を
め
ぐ
る
問
題
が
そ
の
一
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
よ
う
。『
山
月
記
』

は
『
人
虎
伝
』
を
も
と
に
創
作
さ
れ
た
。
濱
川
（1971

）
は
、
中
島
敦
が

そ
の
タ
イ
ト
ル
を
『
人
虎
伝
』
か
ら
『
山
月
記
』
に
改
変
す
る
と
い
う
出

来
事
が
、
『
山
月
記
』
を
含
む
『
古
譚
』
の
創
作
の
過
程
で
起
こ
っ
た
こ

と
を
次
の
よ
う
に
示
唆
す
る
。

中
島
敦
は
、
「
山
月
記
」
と
同
じ
『
古
譚
』
の
中
の
一
篇
「
文
字

禍
」
の
習
作
ノ
ー
ト
ら
し
い
も
の
を
遺
し
て
い
る
が
、
そ
の
ノ
ー
ト

の
初
め
の
部
分
に
『
古
譚
』
四
篇
の
題
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ

で
は
、
「
山
月
記
」
と
い
う
題
名
は
、
ま
だ
使
わ
れ
て
お
ら
ず
、
「
人

虎
伝
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
「
人
虎
伝
」
が
、
彼
自
身
の
作
品

名
を
あ
ら
わ
す
の
か
、
そ
れ
と
も
素
材
と
し
て
の
李
景
亮
の
「
人
虎

伝
」
を
あ
ら
わ
す
の
か
速
断
は
出
来
な
い
が
、
他
の
三
つ
、

―
「
つ

き
も
の
」
、
「
木
乃
伊
」
、
「
文
字
禍
」

―
か
ら
考
え
て
、
作
品
名
を

さ
す
も
の
と
考
え
て
よ
か
ろ
う

（
一
）

。

そ
も
そ
も
、
中
島
敦
に
は
著
作
『
名
人
伝
』
が
あ
る
た
め
、
「
伝
」
と

い
う
字
を
タ
イ
ト
ル
と
し
て
用
い
る
こ
と
を
峻
拒
し
た
作
家
で
は
な
い
。

現
に
『
山
月
記
』
に
お
い
て
も
、
濱
川
（1971

）
の
指
摘
す
る
通
り
、
当

初
は
『
人
虎
伝
』
と
い
う
仮
題
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
と
い
う
痕
跡
が
残
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
創
作
の
過
程
で
、
敢
え
て
タ
イ
ト
ル
を
、
原
話
通

り
の
「
伝
」
か
ら
「
記
」
へ
と
改
変
し
、
『
山
月
記
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル

に
し
た
こ
と
に
は
、
何
ら
か
の
意
図
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
本
稿
に

お
い
て
は
、
こ
の
「
伝
」
か
ら
「
記
」
へ
の
改
変
の
問
題
を
嚆
矢
に
、
中

島
敦
が
著
作
の
タ
イ
ト
ル
の
末
尾
に
「
記
」
を
付
し
た
作
品
に
は
ど
の
よ
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う
な
性
格
が
見
ら
れ
る
か
考
察
し
、
中
島
敦
が
著
作
の
タ
イ
ト
ル
の
末
尾

に
付
し
た
「
記
」
と
い
う
こ
と
ば
に
込
め
ら
れ
た
意
図
が
何
で
あ
っ
た
の

か
、
そ
の
一
端
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

本
章

第
一
節

先
行
研
究
の
検
討

神
奈
川
近
代
文
学
館
・
中
島
敦
文
庫
所
蔵
の
中
島
敦
の
署
名
入
り
の
辞

書
で
あ
る
『
辞
林
』
は
、
中
島
敦
本
人
が
使
用
し
て
い
た
可
能
性
の
高
い

辞
書
で
あ
る
と
言
え
る
。
試
み
に
「
伝
」
及
び
「
記
」
に
つ
い
て
の
記
述

を
確
認
す
る
と
、「
伝
」
に
つ
い
て
は
、
「
つ
た
ふ
る
こ
と
・
さ
づ
く
る
こ

と
・
（
中
略
）
・
賢
人
の
著
書
・
記
録
・
史
乗
・
個
人
の
生
涯
の
事
蹟
を
記

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

し
た
る
も
の

（
二
）

」
（
傍
点
筆
者
）
、
「
記
」
に
つ
い
て
は
、
「
し
る
し
・
標

、
、
、
、
、

識
・
事
實
を
し
る
し
た
る
文
書
・
き
ろ
く
・
漢
文
の
一
體
・
事
實
を
し
る

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

す
こ
と
を
主
と
す
る
も
の

（
三
）

」
（
傍
点
筆
者
）
と
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
の

説
明
は
、
中
島
敦
本
人
が
触
れ
得
た
情
報
と
し
て
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
述

べ
る
先
行
研
究
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
の
前
提
情
報
と
し
て
確
認
し
て

お
き
た
い
。

中
島
敦
に
お
け
る
「
伝
」
と
「
記
」
の
差
異
に
つ
い
て
言
及
し
た
先
行

研
究
と
し
て
、
管
見
の
限
り
に
お
い
て
、
秋
元
（1989

）
、
勝
又
（2004
）
、

堀
（2010

）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

秋
元
（1989

）
は
「
構
想
時
点
で
の
「
人
虎
伝
」
が
「
山
月
記
」
と
い

う
作
品
と
し
て
定
着
し
た
こ
と
は
、
単
に
標
題
の
み
の
問
題
で
は
な
く
、

作
品
世
界
の
本
質
に
関
わ
る
問
題
を
含
ん
で
い
た
と
思
え
る
。
な
ぜ
な
ら

そ
れ
は
「
伝
」
か
ら
「
記
」
へ
の
質
的
転
換
で
あ
っ
て
、
「
伝
」
に
は
虎、

と
な
っ
た
男
の
生
涯
を
語
り
伝
え
る
意
識
が
色
濃
い
の
に
対
し
て
、「
記
」

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

は
虎
と
な
っ
た
男
の
、
事
の
顛
末
を
作
者
の
責
任
に
お
い
て
書
き
記
す
も

、
、
、
、
、

、
、
、
、

の
だ
か
ら
で
あ
る

（
四
）

」
（
傍
点
筆
者
）
と
述
べ
て
い
る
。
「
伝
」
に
つ
い

て
、「
虎
と
な
っ
た
男
の
生
涯
を
語
り
伝
え
る
意
識
が
色
濃
い
」
と
述
べ
、

「
記
」
に
つ
い
て
、
「
虎
と
な
っ
た
男
の
、
事
の
顛
末
を
作
者
の
責
任
に

お
い
て
書
き
記
す
も
の
」
と
述
べ
て
い
る
点
、
先
掲
の
『
辞
林
』
の
記
述

と
類
似
す
る
、
言
わ
ば
辞
書
的
な
説
明
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

勝
又
（2004

）
は
「
中
島
敦
は
原
典
で
あ
る
「
唐
晋
小
説
集
」
『
人
虎

伝
』
の
即
物
的
に
過
ぎ
る
タ
イ
ト
ル
を
嫌
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
し
て

読
者
も
ま
た
、
「
時
に
、
残
月
、
光
冷
や
や
か
に
…
…
」
と
始
ま
る
一
編

結
末
の
イ
メ
ー
ジ
な
ど
と
重
ね
て
、
そ
れ
で
好
し
と
し
て
き
た
と
思
う
が
、

「
記
」
と
は
、
漢
文
の
用
法
で
は
元
来
も
の
の
由
来
を
示
す
字
な
の
だ
。

従
っ
て
「
山
月
記
」
と
は
山
と
月
の
由
来
、
と
い
う
意
味
に
な
っ
て
し
ま

っ
て
、
李
徴
の
悲
劇
と
は
ず
れ
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
こ
の
「
記
」
は
、
藤

原
定
家
『
明
月
記
』
な
ど
と
言
っ
た
と
き
の
「
記
」
と
同
じ
、
日
本
的
な

用
法
な
の
で
あ
る

（
五
）

」
と
述
べ
る
。
「
記
」
に
つ
い
て
、
「
漢
文
の
用
法

で
は
元
来
も
の
の
由
来
を
示
す
字
な
の
だ
」
と
述
べ
る
点
、
何
に
依
っ
て

い
る
の
か
不
明
で
あ
る
が
、『
山
月
記
』
の
「
記
」
を
「
日
本
的
な
用
法
」

と
述
べ
て
い
る
点
、
こ
れ
も
先
掲
『
辞
林
』
を
は
じ
め
と
す
る
、
一
般
的

な
辞
書
的
説
明
の
範
疇
を
出
な
い
も
の
だ
と
言
え
よ
う
。

堀
（2010

）
は
、「
こ
こ
に
「
臆
病
な
自
尊
心
」「
尊
大
な
羞
恥
心
」「
猛

獣
使
」
「
猛
獣
」
「
性
情
」
「
虎
」
と
い
っ
た
語
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
展

開
す
る
自
己
分
析
は
、
明
の
徐
師
曽
が
『
文
体
明
弁
』
に
い
う
言
説
を
借

り
れ
ば
、
「
叙
事
」
、
す
な
わ
ち
一
官
吏
の
虎
へ
の
変
身
と
い
う
奇
事
を
叙

、
、

す
る
こ
と
を
主
体
と
す
る
「
記
」
の
言
語
空
間
の
中
に
あ
っ
て
、
そ
こ
に

雑
え
ら
れ
た
「
議
論
」
に
他
な
ら
ぬ
も
の
で
、
そ
れ
こ
そ
本
作
品
に
お
け

、
、

る
「
記
」
た
る
所
以
の
言
説
に
当
た
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
こ
に
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い
わ
ゆ
る
「
記
」
を
新
た
に
名
乗
る
積
極
的
な
意
味
を
見
出
す
こ
と
が
可

能
と
な
る
。
ま
さ
に
依
拠
す
る
「
人
虎
伝
」
が
も
つ
と
こ
ろ
の
、
「
一
人
、
、

の
始
終
」
を
記
す
「
伝
」
の
大
枠
を
脱
却
し
て
、
新
た
に
「
記
」
を
掲
げ

、
、
、

、
、
、

る
所
以
で
も
あ
る

（
六
）

」
（
傍
点
筆
者
）
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
明

・
徐
師
曽
『
文
体
明
弁
』
に
基
づ
き
、
「
伝
」
を
、
「
「
一
人
の
始
終
」
を

記
す
」
も
の
、「
記
」
を
、「
叙
事
」「
議
論
」
と
説
明
す
る
。『
文
体
明
弁
』

と
は
、
同
じ
く
堀
（2010

）
に
よ
れ
ば
、
一
六
六
六
年
に
和
刻
本
が
刊
行

さ
れ
た
書
物
で
あ
り
、
田
鍋
幸
信
（1978

）
「
中
島
敦
蔵
書
目
録
」
に
お

い
て
は
関
連
書
の
存
在
が
確
認
で
き
な
い
と
断
り
つ
つ
も
、
「
中
島
の
時

代
に
近
接
し
て
抄
本
の
類
も
流
通
し
て
『
文
体
明
弁
』
の
所
説
は
か
な
り

受
容
さ
れ
た

（
七
）

」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
堀
（2010

）
説
は
、
基
づ
い

て
い
る
書
物
が
従
前
の
説
と
は
異
な
る
が
、
「
記
」
を
「
議
論
」
と
説
明

す
る
点
を
除
い
て
は
、
先
掲
『
辞
林
』
の
説
明
と
変
わ
ら
ず
、
こ
こ
で
も

概
ね
辞
書
的
記
述
を
前
提
と
し
た
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
で
あ

ろ
う
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
中
島
敦
『
山
月
記
』
の
「
記
」
に
込
め
ら
れ

た
意
味
に
つ
い
て
は
、
辞
書
的
な
説
明
を
前
提
と
し
て
踏
ま
え
た
上
で
説

明
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
説
明
は
、
中
島
敦

が
「
記
」
に
込
め
た
意
図
を
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
十
分
で
あ
る
と
は
言

え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
中
島
敦
の
創
作
活
動
が
、
辞
書
に
記
さ
れ
て
い
る

よ
う
な
一
般
的
な
説
明
の
み
を
前
提
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
と
は
言
い
切

れ
な
い
か
ら
だ
。

そ
こ
で
、
次
節
以
降
、
中
島
敦
の
「
記
」
作
品
と
し
て
、
タ
イ
ト
ル
の

末
尾
を
「
記
」
で
結
ん
で
い
る
作
品
で
あ
る
『
山
月
記
』『
わ
が
西
遊
記

（
八
）

』

『
か
め
れ
お
ん
日
記
』
『
狼
疾
記
』
を
挙
げ
、
本
文
に
認
め
ら
れ
る
特
徴

の
分
析
を
踏
ま
え
て
、
中
島
敦
が
タ
イ
ト
ル
の
末
尾
に
付
し
た
「
記
」
に

ど
の
よ
う
な
意
図
を
込
め
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
察
し
て
い

き
た
い
。
な
お
、
単
純
に
タ
イ
ト
ル
に
「
記
」
を
含
む
作
品
と
し
て
は
、

上
記
の
他
に
、
『
環
礁

―
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ヤ
巡
島
記
抄

―
』
が
あ
る
。

こ
れ
は
『
寂
し
い
島
』『
夾
竹
桃
の
家
の
女
』『
ナ
ポ
レ
オ
ン
』『
真
昼
』『
マ

リ
ヤ
ン
』
『
風
物
抄
』
の
六
作
品
の
総
称
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
群
に

つ
い
て
は
、
「
記
」
が
副
題
に
含
ま
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
「
記
」
で
結
ん

で
お
ら
ず
「
記
抄
」
の
形
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
拙
稿
の
示
す
「
記
」

作
品
と
は
同
列
に
扱
わ
ず
、
「
記
」
作
品
に
含
め
な
い
。

第
二
節

「
記
」
作
品
に
見
ら
れ
る
特
徴

先
述
の
「
記
」
作
品
に
お
い
て
、
共
通
し
て
指
摘
で
き
る
特
徴
の
一
つ

と
し
て
、
一
人
称
「
俺

（
九
）

」
が
作
中
で
用
い
ら
れ
て
い
る
点
が
挙
げ
ら

れ
る
。
作
中
で
、
誰
が
、
ど
の
よ
う
に
用
い
て
い
る
か
と
い
う
点
を
措
い

て
、
中
島
敦
の
『
断
片
』
を
除
く
全
散
文
作
品
（
以
下
、
「
中
島
敦
の
散

文
作
品
」
と
呼
ぶ
）
に
お
け
る
「
俺
」
の
例
数
と
、
そ
の
出
現
頻
度
を
ま

と
め
る
と
、【
表

】
の
よ
う
に
な
る
。
表
に
示
す
通
り
、
「
俺
」
と
い
う

1

一
人
称
は
全
部
で
二
三
〇
例
存
在
す
る
が
、
こ
れ
は
「
私
」
「
自
分
」
な

ど
、
多
い
場
合
に
一
作
品
中
で
一
〇
〇
例
前
後
の
用
例
を
認
め
る
こ
と
の

出
来
る
他
の
一
人
称
の
例
数
に
比
し
て
、
明
ら
か
に
少
な
い
と
言
え
る
。

な
お
、
【
表

】
で
い
う
「
出
現
頻
度
」
は
、
各
作
品
の
長
短
に
違
い
が

1

あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、
例
数
を
割
合
化
し
て
表
示
す
る
た
め
に
、
筆
者
が

便
宜
上
用
い
る
も
の
で
あ
り
、
各
作
品
に
お
け
る
「
俺
」
の
例
数
を
、
ち

く
ま
文
庫
（1993

）
『
中
島
敦
全
集
』
全
三
巻
に
お
け
る
、
作
品
ご
と
の

所
要
頁
数
で
除
し
て
算
出
し
た
。
【
表

】
を
一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う

1

に
、
先
述
の
「
記
」
作
品
に
お
け
る
「
俺
」
の
出
現
頻
度
は
、
習
作
『
あ
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る
生
活
』
を
除
い
て
、
他
作
品
に
比
し
て
顕
著
に
高
い
。
後
に
詳
述
す
る

が
、
「
記
」
作
品
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、
主
人
公
が
一
人
称
と
し
て
用

い
る
「
俺
」
に
限
定
し
て
出
現
頻
度
を
算
出
し
て
も
、
『
巡
査
の
居
る
風

景
』
に
お
け
る
出
現
頻
度0.368

を
下
回
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
「
俺
」

の
出
現
頻
度
の
高
さ
は
、
中
島
敦
の
「
記
」
作
品
の
表
見
的
な
特
徴
の
一

端
を
表
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

第
三
節

「
俺
」
の
用
法

一

梗
概

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
「
俺
」
と
い
う
一
人
称
が
、
他
の
一
人
称

に
比
し
て
ど
の
よ
う
な
場
合
に
用
い
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
か
、
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

中
島
敦
は
散
文
作
品
に
お
い
て
「
俺
」
を
ど
の
よ
う
に
用
い
た
か
。
こ

こ
で
は
、
ま
ず
「
俺
」
の
使
い
手
が
、
誰
に
対
し
て
言
葉
を
発
し
て
い
る

の
か
、
と
い
う
点
に
注
目
し
た
い
。

用
例
を
検
討
す
る
と
、
「
俺
」
が
用
い
ら
れ
る
場
面
で
は
、
「
俺
」
の
使

い
手
が
、
他
者
に
対
し
て
で
は
な
く
、
心
内
語
と
し
て
、
あ
る
い
は
独
白

や
自
問
と
し
て
言
葉
を
発
す
る
際
の
一
人
称
と
し
て
用
い
て
い
る
例
が
多

く
認
め
ら
れ
る
。

働
き
な
が
ら
、
ふ
と
考
え
た
。
俺
は
幸
福
か
？

と
（
十
）

。

（
中
島
敦
『
光
と
風
と
夢
』）

俺
は
、
も
と
、
此
の
木
乃
伊
だ
っ
た
ん
だ
よ
。
た
し
か
に

（
十
一
）

。

（
中
島
敦
『
木
乃
伊
』
）

前
者
は
主
人
公
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ス
ン
の
日
記
の
中
の
一
節
で
あ
り
、
自
問

を
伴
う
心
内
語
で
あ
る
。
後
者
も
、
「
俺
」
の
使
い
手
で
あ
る
パ
リ
ス
カ

ス
が
、
当
該
場
面
に
お
い
て
、
「
た
っ
た
一
人
で
、
或
る
非
常
に
古
そ
う

な
地
下
の
墓
室
の
中
に
立
っ
て
い
た

（
十
二
）

」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
こ
の
「
俺
」
を
含
む
一
節
は
、
自
己
の
認
識
を
独
白
と
し
て
吐
露

し
た
言
葉
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

あ
る
言
葉
が
、
自
己
に
向
け
て
発
せ
ら
れ
た
言
葉
か
、
他
者
に
向
け
て

発
せ
ら
れ
た
言
葉
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
言
葉
が
発
せ
ら
れ
た
状

況
に
よ
っ
て
は
必
ず
し
も
截
然
と
分
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
た
と
え

ば
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
『
山
月
記
』
に
お
け
る
、
李
徴
自
身
に
よ
る
自

ら
の
経
歴
や
思
想
に
つ
い
て
の
語
り
は
、
自
ら
を
語
り
の
対
象
と
し
て
い

る
一
方
で
、
袁
傪
と
い
う
聴
き
手
に
対
し
て
語
ら
れ
た
も
の
だ
と
も
言
え

る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
言
葉
が
誰
に
対
し
て
発
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
か
、
截
然
と
分
け
て
判
断
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
と
い
う
点
に
つ
い
て

考
慮
し
つ
つ
、
「
（
誰
に
対
し
て
発
し
て
い
る
か
に
関
わ
ら
ず
）
自
己
の
存

在
や
生
き
方
に
対
す
る
逡
巡
・
疑
問
や
言
及
」
を
「
自
問
自
答
」
と
定
義

す
る
と
、
先
に
挙
げ
た
二
例
も
含
め
、
「
俺
」
と
い
う
一
人
称
は
、
後
に

示
す
よ
う
に
、
自
問
自
答
場
面
で
用
い
ら
れ
る
例
が
多
く
認
め
ら
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
中
島
敦
の
散
文
作
品
を
対
象
に
調
査
す
る
と
、
次
の
よ
う

に
、
「
俺
」
以
外
の
一
人
称
で
以
て
「
自
問
自
答
」
を
す
る
例
も
あ
る
。

ひ
ょ
い
と
、
何
の
関
係
も
な
い
・
妙
な
疑
念
が
湧
い
た
。
自
分
は
今

迄
何
か
良
き
仕
事
を
此
の
地
上
に
残
し
た
か
？

と
（
十
三
）

。

（
中
島
敦
『
光
と
風
と
夢
』
）
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し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
、
「
俺
」
以
外
の
一
人
称
を
用
い
て
い
て
、
か

つ
、
自
分
自
身
を
対
象
と
し
た
疑
問
文
で
あ
る
と
形
式
上
か
ら
判
断
で
き

る
自
問
自
答
の
例
は
、
「
記
」
作
品
を
は
じ
め
と
す
る
散
文
作
品
に
お
い

て
調
べ
て
も
、
極
め
て
少
数
し
か
存
在
し
な
い
。
中
で
も
そ
の
例
外
的
な

例
が
多
か
っ
た
『
光
と
風
と
夢
』
に
お
い
て
は
、
「
自
分
」
の
用
例
は
一

一
七
例
認
め
ら
れ
、
「
私
」
は
三
〇
一
例
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
そ

れ
ら
を
対
象
と
し
た
自
問
自
答
の
疑
問
文
で
あ
る
と
形
式
上
か
ら
判
断
で

き
る
例
は
、
と
も
に
一
割
に
も
満
た
な
い
。
一
方
、『
光
と
風
と
夢
』
で
、

「
俺
」
に
つ
い
て
同
じ
基
準
を
用
い
て
調
査
を
す
る
と
、
四
九
例
中
、
一

三
例
が
形
式
上
、
「
俺
」
を
対
象
と
し
た
疑
問
文
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

こ
と
は
、
「
俺
」
と
い
う
一
人
称
が
「
自
問
自
答
」
の
文
脈
で
用
い
ら
れ

る
傾
向
が
あ
る
こ
と
の
一
つ
の
証
左
と
な
ろ
う
。

「
俺
」
の
用
法
の
特
徴
と
し
て
、
も
う
一
点
指
摘
で
き
る
の
は
、
「
日

記
」
や
「
手
記
」
の
体
裁
を
取
っ
て
い
る
作
品
に
お
い
て
例
が
多
く
見
ら

れ
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
だ
。【
表

】
に
示
す
通
り
、『
光
と
風
と
夢
』
、『
か

1

め
れ
お
ん
日
記
』
、「
沙
門
悟
浄
の
手
記
」
と
い
う
副
題
を
冠
す
る
『
悟
浄

歎
異
』
が
全
作
品
中
で
「
俺
」
の
使
用
頻
度
が
高
い
作
品
群
に
含
ま
れ
て

い
る
の
が
そ
の
証
左
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
中
島
敦
の
散
文
作
品
に
お
い
て
一
人
称
「
俺
」
は
、
自

問
自
答
場
面
で
用
い
ら
れ
る
傾
向
が
あ
り
、
日
記
や
手
記
の
体
裁
を
取
っ

て
い
る
作
品
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
と
言
え
る
。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
以
下
、
「
記
」
作
品
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る

「
俺
」
の
用
法
に
つ
い
て
触
れ
て
い
き
た
い
。

二

『
山
月
記
』
の
場
合

『
山
月
記
』
に
お
い
て
は
「

己

」
と
「
己
」
と
が
使
い
分
け
ら
れ
て

お
の
れ

お
れ

い
る
。
読
み
は
ル
ビ
に
よ
っ
て
判
断
可
能
な
も
の
も
あ
る
が
、
ル
ビ
の
振

ら
れ
て
い
な
い
「
己
」
も
三
四
例
存
在
す
る
。
【
表
１
】
作
成
に
あ
た
っ

て
は
、
ル
ビ
が
振
ら
れ
て
い
て
「
己
」
と
読
め
る
確
例
だ
け
を
数
え
た
。

お
れ

そ
の
た
め
、
『
山
月
記
』
に
は
、
少
な
く
と
も
七
例
以
上
、
「
俺
」
と
同
義

の
一
人
称
が
使
わ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
ま
た
、
『
文
学
界
』
一
九
四
二

年
二
月
号
所
収
「
古
譚
」
に
お
け
る
「
山
月
記
」
、
及
び
一
九
四
二
年
七

月
に
筑
摩
書
房
よ
り
出
版
さ
れ
た
中
島
敦
『
光
と
風
と
夢
』
所
収
の
「
山

月
記
」
本
文
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
人
間
で
あ
っ
た
時
、
己
は
努
め
て
人
と

お
れ

の
交
を
避
け
た

（
十
四
）

」
の
「
己
」
に
ル
ビ
が
無
く
、
「
己
は
詩
に
よ
っ
て

お
れ

名
を
成
そ
う
と
思
い
な
が
ら
、
進
ん
で
師
に
就
い
た
り
、
求
め
て
詩
友
と

交
っ
て
切
磋
琢
磨
に
努
め
た
り
す
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た

（
十
五
）

」
の
「
己
」

に
は
ル
ビ
が
あ
る
点
に
は
注
意
を
要
す
る
。

『
山
月
記
』
で
は
、
行
方
を
く
ら
ま
せ
て
い
た
主
人
公
李
徴
が
、
虎
の

姿
と
な
っ
て
袁
傪
と
邂
逅
す
る
。
そ
の
の
ち
、
現
在
に
至
る
ま
で
の
李
徴

に
つ
い
て
の
李
徴
自
身
の
語
り
が
展
開
さ
れ
、
そ
の
部
分
が
作
品
の
多
く

を
占
め
て
い
る
。
そ
の
李
徴
の
語
り
の
中
で
は
、
疑
問
文
の
形
を
取
ら
ず
、

断
定
調
の
表
現
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
も
の
の
、
李
徴
自
身
が
自
ら
の
存
在

や
生
き
方
に
つ
い
て
言
及
す
る
「
自
問
自
答
」
が
多
く
繰
り
広
げ
ら
れ
て

い
る
。
例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
発
言
が
挙
げ
ら
れ
る
。

今
迄
は
、
ど
う
し
て
虎
な
ど
に
な
っ
た
か
と
怪
し
ん
で
い
た
の
に
、

此
の
間
ひ
ょ
い
と
気
が
付
い
て
見
た
ら
、
己
は
ど
う
し
て
以
前
、
人

お
れ

間
だ
っ
た
の
か
と
考
え
て
い
た

（
十
六
）

。

（
中
島
敦
『
山
月
記
』
）
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さ
て
、
序
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
『
山
月
記
』
に
関
し
て
は
、
な
ぜ
中

島
敦
が
、
タ
イ
ト
ル
を
原
話
の
『
人
虎
伝
』
か
ら
変
更
し
た
の
か
と
い
う

点
が
一
つ
の
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
中
島
敦
が
タ
イ
ト
ル
に
「
伝
」

を
つ
け
た
作
品
は
『
名
人
伝
』
の
一
作
の
み
で
あ
る
が
、
『
名
人
伝
』
で

は
、
主
人
公
紀
昌
の
技
芸
の
習
得
に
関
わ
る
話
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
一
人

称
「
俺
」
が
使
わ
れ
る
こ
と
も
な
け
れ
ば
、
紀
昌
が
自
分
自
身
の
存
在
や

生
き
方
に
つ
い
て
分
析
し
、
自
問
自
答
す
る
よ
う
な
描
写
も
見
ら
れ
な
い
。

こ
れ
ら
の
点
に
お
い
て
先
述
の
よ
う
な
例
を
含
む
『
山
月
記
』
と
は
性
格

を
大
き
く
異
に
し
て
い
る
と
言
え
る
。
一
方
、
先
に
見
た
よ
う
に
『
山
月

記
』
で
は
、
袁
傪
に
往
年
の
「
自
嘲
癖
」
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
主
人
公
李

徴
が
、
一
人
称
「
俺
」
を
使
い
、
自
問
自
答
を
繰
り
広
げ
て
い
る
。
作
品

の
こ
う
し
た
性
格
は
、
後
に
見
る
よ
う
に
、
他
の
「
記
」
作
品
と
親
和
性

の
高
い
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。『
人
虎
伝
』
は
、
中
島
敦
に
よ
っ
て
「
記
」

の
性
格
を
有
す
る
作
品
へ
と
確
か
に
改
め
ら
れ
て
い
た
の
だ
。

三

『
わ
が
西
遊
記
』
の
場
合

『
わ
が
西
遊
記
』
は
、
『
悟
浄
出
世
』
と
『
悟
浄
歎
異
』
の
二
作
の
総

称
で
あ
る
。
「
俺
」
の
例
数
と
出
現
頻
度
は
、
二
作
に
分
け
て
算
出
し
た

が
、
二
作
と
も
『
か
め
れ
お
ん
日
記
』
よ
り
も
高
い
出
現
頻
度
を
示
し
た
。

ま
ず
、
『
悟
浄
出
世
』
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。

『
悟
浄
出
世
』
に
お
い
て
は
、
主
人
公
悟
浄
が
、
医
者
の
魚
怪
が
作
中

で
「
元
来
、
我
々
（
筆
者
註
：
妖
怪
）
の
中
に
は
無
か
っ
た
病
気
じ
ゃ
が
、

我
々
が
人
間
を
咋
う
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
我
々
の
間
に
も
極
く
稀
に
、

之
に
侵
さ
れ
る
者
が
出
て
来
た

（
十
七
）

」
と
説
明
す
る
病
気
に
侵
さ
れ
、
次

に
示
す
よ
う
に
、
「
『
自
分
』
と
い
う
も
の
に
疑
を
も
つ

（
十
八
）

」
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

彼
等
（
筆
者
註
：
流
沙
河
の
底
に
栖
ん
で
い
た
妖
怪
た
ち
）
は
渠
（
筆

か
れ

者
註
：
悟
浄
の
こ
と
）
に
綽
名
し
て
、
独
言
悟
浄
と
呼
ん
だ
。
渠
が

あ
だ

な

か
れ

常
に
、
自
己
に
不
安
を
感
じ
、
身
を
切
刻
む
後
悔
に
苛
ま
れ
、
心
の

さ
い
な

中
で
反
芻
さ
れ
る
其
の
哀
し
い
自
己
苛
責
が
、
つ
い
独
り
言
と
な
っ

て
洩
れ
る
が
故
で
あ
る
。
遠
方
か
ら
見
る
と
小
さ
な
泡
が
渠
の
口
か

か
れ

ら
出
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
よ
う
な
時
で
も
、
実
は
彼
が
微
か
な
声
で

呟

い
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
俺
は
莫
迦
だ
」
と
か
、
「
ど
う
し
て
俺

つ
ぶ
や

ば

か

は
斯
う
な
ん
だ
ろ
う
」
と
か
、
「
も
う
駄
目
だ
。
俺
は
」
と
か
、
時

こ

と
し
て
「
俺
は
堕
天
使
だ
」
と
か

（
十
九
）

。
（
中
島
敦
『
悟
浄
出
世
』
）

こ
こ
で
も
や
は
り
、「
俺
」
は
、「
独
言
」
と
し
て
、「
俺
は
莫
迦
だ
」「
も

ば

か

う
駄
目
だ
。
俺
は
」
と
い
っ
た
自
己
苛
責
や
、
「
ど
う
し
て
俺
は
斯
う
な

こ

ん
だ
ろ
う
」
と
い
っ
た
自
問
に
伴
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

『
悟
浄
出
世
』
に
お
け
る
「
俺
」
の
例
数
は
三
〇
で
あ
る
。
た
だ
し
、

こ
の
中
に
は
主
人
公
悟
浄
以
外
の
人
物
が
用
い
る
「
俺
」
「
わ
し
」
が
一

七
例
含
ま
れ
る
。
そ
れ
ら
を
除
く
と
「
俺
」
の
例
数
は
一
三
に
な
り
、
出

現
頻
度
は0.382

と
な
る
。
依
然
と
し
て
『
巡
査
の
居
る
風
景
』
よ
り
も

出
現
頻
度
は
高
い
。

続
い
て
、
『
悟
浄
歎
異
』
を
見
る
。

『
悟
浄
歎
異
』
は
、
『
悟
浄
出
世
』
を
承
け
て
続
く
作
品
で
、
玄
奘
法

師
と
巡
り
会
い
、
人
間
に
成
り
か
わ
っ
た
悟
浄
が
、
玄
奘
・
孫
悟
空
・
猪

八
戒
の
三
者
と
と
も
に
遍
歴
す
る
中
で
、
自
己
を
相
対
的
に
と
ら
え
る
視

点
を
獲
得
し
て
い
く
。
こ
の
作
品
は
、
副
題
の
示
す
通
り
、
主
人
公
悟
浄
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が
手
記
と
し
て
自
ら
の
想
い
を
陳
述
し
た
作
品
で
あ
る
と
い
う
設
定
に
な

っ
て
い
る
。
そ
の
事
情
も
相
俟
っ
て
、
「
俺
」
の
出
現
頻
度
は
他
の
散
文

作
品
よ
り
も
群
を
抜
い
て
高
い
。
作
中
、
「
俺
」
の
例
数
は
四
三
で
、
そ

の
う
ち
主
人
公
悟
浄
が
用
い
る
「
俺
」
は
三
六
例
、
出
現
頻
度
は

1.71

で
あ
る
。

俺
み
た
い
な
者
は
、
何
時
何
処
の
世
に
生
れ
て
も
、
結
局
は
、
調
節

者
、
忠
告
者
、
観
測
者
に
と
ど
ま
る
の
だ
ろ
う
か
。
決
し
て
行
動
者

に
は
成
れ
な
い
の
だ
ろ
う
か

（
二
十
）

？

（
中
島
敦
『
悟
浄
歎
異
』
）

こ
の
記
述
は
、
三
蔵
、
孫
悟
空
、
猪
八
戒
の
三
者
と
の
旅
の
さ
な
か
で
、

悟
浄
が
自
ら
の
存
在
・
生
き
方
に
つ
い
て
自
問
し
た
内
容
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
『
悟
浄
出
世
』
『
悟
浄
歎
異
』
の
双
方
に
お
い
て
、
『
山

月
記
』
と
同
様
、
「
俺
」
は
主
人
公
の
自
問
に
伴
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
る

例
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

四

『
か
め
れ
お
ん
日
記
』
の
場
合

『
か
め
れ
お
ん
日
記
』
に
お
け
る
「
俺
」
の
用
例
は
全
一
四
例
、
出
現

頻
度
は0.4

で
、「
記
」
作
品
中
で
最
も
低
い
。
作
中
に
出
現
す
る
「
俺
」

は
、
全
て
主
人
公
で
あ
る
先
生
が
一
人
称
と
し
て
用
い
た
も
の
で
あ
る
。

一
月
程
前
、
自
分
の
体
内
の
諸
器
関
の
一
つ
一
つ
に
就
い
て
、
（
身

ひ
と
つ
き

体
模
型
図
や
動
物
解
剖
の
時
の
こ
と
な
ど
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
）

そ
の
所
在
の
あ
た
り
を
押
し
て
見
て
は
、
其
の
大
き
さ
、
形
、
色
、

湿
り
工
合
、
柔
か
さ
、
な
ど
を
、
目
を
つ
ぶ
っ
て
想
像
し
て
見
た
。

（
中
略
）
す
る
と
、
私
と
い
う
人
間
の
肉
体
を
組
立
て
て
い
る
各
部

分
に
注
意
が
行
き
亘
る
に
つ
れ
、
次
第
に
、
私
と
い
う
人
間
の
所
在

が
判
ら
な
く
な
っ
て
来
た
。
俺
は
一
体
何
処
に
あ
る
？

之
は
何
も
、

私
が
大
脳
の
生
理
に
詳
し
く
な
い
か
ら
、
又
、
自
意
識
に
就
い
て
の

考
察
を
知
ら
な
い
か
ら
、
こ
ん
な
幼
稚
な
疑
問
が
出
て
来
た
訳
で
は

な
か
ろ
う
。
も
っ
と
遥
か
に
肉
体
的
な
（
全
身
的
な
）
疑
惑
な
の
だ

（
二
十
一
）

。

（
中
島
敦
『
か
め
れ
お
ん
日
記
』
）

こ
の
「
俺
は
一
体
何
処
に
あ
る
？
」
と
い
う
問
い
は
、
先
生
が
自
ら
の

存
在
に
つ
い
て
思
案
す
る
中
で
生
じ
た
自
問
で
あ
る
。
ま
た
、
次
の
よ
う

な
記
述
も
見
ら
れ
る
。

考
え
て
見
れ
ば
、
元
々
世
界
に
対
し
て
甘
い
考
え
方
を
し
て
い
た
人

間
で
な
け
れ
ば
、
厭
世
観
を
抱
く
わ
け
も
な
い
し
、
自
惚
や
か
、
自

己
を
甘
や
か
し
て
い
る
人
間
で
な
け
れ
ば
、
そ
う
何
時
も
「
自
己
へ

の
省
察
」
「
自
己
苛
責
」
を
繰
返
す
訳
が
な
い
。
だ
か
ら
、
俺
み
た

い
に
常
に
こ
の
悪
癖
に
耽
る
も
の
は
、
大
甘
々
の
自
惚
や
の
見
本
な

お
お
あ
ま
あ
ま

の
だ
ろ
う
。
實
際
そ
れ
に
違
い
な
い
。
全
く
、
私
、
私
、
と
、
ど
れ

だ
け
私
が
、
え
ら
い
ん
だ
。
そ
ん
な
に
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
私
の
こ
と

を
考
え
て
る
な
ん
て

（
二
十
二
）

。

（
中
島
敦
『
か
め
れ
お
ん
日
記
』
）

こ
の
場
面
も
、
先
生
が
他
者
に
自
ら
に
つ
い
て
語
る
も
の
で
は
な
い
。

あ
く
ま
で
自
己
省
察
の
表
れ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
も
先
の
二
作
品
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と
同
じ
よ
う
に
、「
俺
み
た
い
に
常
に
こ
の
悪
癖
に
耽
る
も
の
は
、
大
甘
々

お
お
あ
ま
あ
ま

の
自
惚
や
の
見
本
な
の
だ
ろ
う
」
と
、
主
人
公
に
よ
る
自
己
の
軽
蔑
が
認

め
ら
れ
る
。五

『
狼
疾
記
』
の
場
合

『
狼
疾
記
』
は
、
本
文
及
び
註
に
お
い
て
、
「
俺
」
と
「
己
」
と
が
使

お
れ

用
さ
れ
て
い
る
。
例
数
は
全
三
一
例
だ
が
、
そ
の
う
ち
九
例
は
、
本
文
中

に
言
及
さ
れ
る
カ
フ
カ
『
窖
』
の
主
人
公
「
俺
」
を
指
す
例
で
あ
る
。
そ

．

の
例
を
除
い
て
、
主
人
公
三
造
に
関
わ
る
例
に
限
っ
て
見
る
と
、
例
数
は

全
二
二
例
、
そ
の
出
現
頻
度
は

0.579
で
あ
り
、
『
山
月
記
』
と
『
か
め

れ
お
ん
日
記
』
と
の
間
に
位
置
す
る
数
値
と
な
る
。

『
狼
疾
記
』
に
お
い
て
も
、
「
俺
」
と
い
う
一
人
称
は
、
自
ら
の
存
在

や
生
き
方
に
つ
い
て
の
自
問
自
答
場
面
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

次
の
よ
う
な
例
で
あ
る
。

曲
り
く
ね
っ
た
論
理
を
辿
っ
て
見
て
、
は
て
、
俺
の
存
在
は
幸
福
な

、
、

の
だ
ぞ
、
と
、
自
分
を
説
得
し
て
見
ね
ば
な
ら
ぬ
幸
福
な
ど
で
は
仕

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

方
が
な
か
っ
た
の
だ
（
傍
点
筆
者
）（

二
十
三
）

。
（
中
島
敦
『
狼
疾
記
』）

こ
こ
に
記
さ
れ
る
通
り
、
「
自
分
を
説
得
」
す
る
言
葉
と
し
て
「
俺
の

存
在
は
幸
福
な
の
だ
ぞ
」
と
い
う
言
葉
が
存
在
し
て
い
る
。
本
文
で
は
、

引
用
箇
所
に
続
く
場
面
で
、
「
三
造
の
中
に
い
る
貧
弱
な
常
識
家

（
二
十
四
）

」

に
対
す
る
「
彼
（
筆
者
註
：
三
造
）
の
中
に
い
る
、
も
う
一
人

（
二
十
五
）

」

か
ら
の
反
問
と
い
う
形
で
自
問
自
答
が
記
さ
れ
る
が
、
そ
の
中
で
も
繰
り

返
し
「
俺
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
三
造
の
同
僚
で
あ
る
国
漢
の

老
教
師
が
作
詩
し
た
漢
詩
に
、
三
造
が
咄
嗟
に
同
じ
韻
を
用
い
て
報
い
た

詩
が
老
教
師
に
褒
め
ら
れ
る
、
と
い
う
場
面
に
お
い
て
は
、
三
造
は
次
の

よ
う
に
自
ら
の
内
心
を
述
懐
し
て
い
る
。

全
く
、
そ
の
時
、
自
分
は

―
尊
大
な
る
べ
き
俺
の
自
尊
心
は

―

何
と
卑
小
な
喜
び
に
く
す
ぐ
ら
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
！
（
中
略
）
そ
う

い
え
ば
、
俺
は
こ
こ
何
年
何
箇
月
か
の
間
、
自
分
に
向
っ
て
発
せ
ら

れ
た
一
つ
の
讃
辞
を
も
聞
か
な
か
っ
た
。
自
分
の
飢
え
て
い
た
の
は
、

こ
ん
な
詰
ま
ら
な
い
も
の
に
対
し
て
だ
っ
た
の
か

（
二
十
六
）

。

、
、

（
中
島
敦
『
狼
疾
記
』
）

こ
の
場
面
に
お
い
て
も
、
引
用
部
分
末
尾
の
一
文
か
ら
、
主
人
公
三
造

の
述
懐
は
三
造
自
身
に
対
し
て
な
さ
れ
て
い
る
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
場
面
に
お
け
る
、
「
自
分
は

―
尊
大
な
る
べ
き
俺
の
自
尊
心

は

―
何
と
卑
小
な
喜
び
に
く
す
ぐ
ら
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
！
」
と
い
う
表

現
や
、
「
自
分
の
飢
え
て
い
た
の
は
、
こ
ん
な
詰
ま
ら
な
い
も
の
に
対
し

、
、

て
だ
っ
た
の
か
」
と
い
う
表
現
か
ら
は
、
作
中
、
自
ら
を
「
き
た
な
ら
し

、
、
、
、
、

い
助
平
野
郎

（
二
十
七
）

」
と
ま
で
評
す
る
主
人
公
三
造
の
自
嘲
を
読
み
取
れ

、る
。

六

「
俺
」
の
用
法
か
ら
見
た
「
記
」
作
品
の
特
徴

以
上
の
よ
う
に
、
全
て
の
「
記
」
作
品
に
お
い
て
、
「
俺
」
と
い
う
一

人
称
は
、
主
人
公
の
自
問
自
答
場
面
に
伴
っ
て
用
い
ら
れ
る
例
が
認
め
ら

れ
る
。
こ
の
点
が
「
記
」
作
品
の
特
徴
の
一
端
と
し
て
指
摘
で
き
る
。
こ
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の
こ
と
を
、
「
記
」
作
品
の
全
て
が
「
手
記
」
「
日
記
」
の
体
裁
を
取
っ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
、
そ
し
て
、「
記
」
作
品
に
お
い
て
一
人
称
「
俺
」

の
出
現
頻
度
が
他
作
品
よ
り
も
相
対
的
に
高
い
こ
と
と
考
え
合
わ
せ
る

と
、
先
述
の
よ
う
な
「
俺
」
の
用
法
の
特
徴
を
見
る
限
り
、
中
島
敦
の
「
記
」

作
品
は
、
主
人
公
自
身
に
よ
る
内
面
の
記
述
と
し
て
の
性
格
が
、
他
作
品

と
比
し
て
相
対
的
に
強
い
と
言
え
よ
う
。
そ
の
意
味
で
は
、
中
島
敦
の

「
記
」
作
品
は
、
叙
情
的
な
性
格
を
含
ん
で
い
る
と
さ
え
言
う
こ
と
が
出

来
る
。
先
に
見
た
先
行
研
究
が
示
す
よ
う
に
、
辞
書
的
な
「
記
」
の
説
明

に
基
づ
く
叙
事
的
な
性
質
を
言
う
だ
け
で
は
、
そ
の
特
徴
を
と
ら
え
き
る

こ
と
が
出
来
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

第
四
節

『
山
月
記
』
評
価
史
と
の
関
わ
り

本
節
で
は
、
こ
こ
ま
で
の
論
に
関
連
す
る
派
生
的
な
問
題
と
し
て
、
研

究
史
・
評
価
史
上
で
述
べ
ら
れ
て
き
た
、『
山
月
記
』
の
主
人
公
李
徴
と
、

作
者
中
島
敦
の
共
通
性
に
関
す
る
問
題
に
触
れ
た
い
。

『
山
月
記
』
の
主
人
公
李
徴
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
史
上
、
た
び
た
び

中
島
敦
と
の
共
通
性
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
根
拠
と
な
る
一
つ
の
例
を
挙

げ
る
と
、
弦
巻
（1977

）
は
、
『
山
月
記
』
冒
頭
に
お
け
る
李
徴
の
「
狷

介
」
と
い
う
設
定
に
つ
い
て
、
「
略
翻
訳
に
近
い
文
脈
で
あ
る
に
も
拘
ら

ず
『
性
疎
逸
』
が
『
性
、
狷
介
』
と
な
っ
て
お
り
、
し
か
も
『
狷
介
』
と

い
う
語
は
原
典
（
筆
者
註
：
『
人
虎
伝
』
の
こ
と
）
中
に
見
出
す
こ
と
の

で
き
な
い
語
の
使
用
な
の
で
あ
る

（
二
十
八
）

」
と
述
べ
、
そ
の
「
狷
介
」
と

い
う
語
が
中
島
敦
の
詩
「
五
月
五
日
自
哂
戯
作
」
中
に
、
中
島
敦
自
身
を

指
す
言
葉
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
凡
そ
文
芸

の
創
作
活
動
が
、
創
作
者
の
故
意
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
活
動
で
あ
る
な
ら

ば
、
中
島
敦
が
自
身
に
つ
い
て
述
べ
る
際
に
使
っ
た
「
狷
介
」
と
い
う
語

と
、
李
徴
の
設
定
を
述
べ
る
際
に
用
い
ら
れ
る
「
狷
介
」
と
い
う
語
の
一

致
に
は
中
島
敦
の
何
ら
か
の
意
図
が
認
め
ら
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。
そ
の
中
島
の
意
図
が
何
で
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
別

途
考
察
が
必
要
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
主
人
公
と
作
者
と
の
間
に
、
客
観

的
に
指
摘
し
得
る
共
通
点
が
作
品
と
な
っ
て
遺
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
事

実
に
着
目
し
た
い
。『
山
月
記
』
を
は
じ
め
と
す
る
「
記
」
作
品
に
、「
俺
」

と
い
う
、
中
島
敦
散
文
作
品
中
に
お
い
て
は
比
較
的
使
用
頻
度
の
低
い
一

人
称
が
使
用
さ
れ
、
そ
れ
が
自
問
自
答
場
面
で
用
い
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る

と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
、
主
人
公
と
作
者
と
の
間
に
、
客
観
的
に
指
摘
し

得
る
共
通
点
が
作
品
と
な
っ
て
遺
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
合
わ
せ
て

考
え
た
時
、
『
山
月
記
』
に
は
、
構
造
上
、
主
人
公
の
語
り
の
中
に
作
者

中
島
敦
自
身
を
思
わ
せ
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
特
徴
が
存
在
す
る
と
言
え

る
の
で
は
な
い
か
。
事
実
、
中
島
敦
の
夫
人
タ
カ
の
「
「
山
月
記
」
を
読

ん
で
、
ま
る
で
中
島
の
声
が
聞
え
る
様
で
、
悲
し
く
思
ひ
ま
し
た

（
二
十
九
）

」

と
い
う
コ
メ
ン
ト
や
、
中
島
敦
に
『
山
月
記
』
原
稿
を
託
さ
れ
た
深
田
久

彌
の
「
虎
に
化
し
た
李
徴
の
慟
哭
の
中
に
、
作
者
の
痛
切
な
歎
き
を
聞
か

な
い
だ
ろ
う
か

（
三
十
）

」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ

ま
で
に
、
主
人
公
李
徴
に
中
島
敦
自
身
を
感
じ
取
っ
た
評
や
論
文
は
数
多

い
。
『
山
月
記
』
に
は
、
構
造
的
に
今
挙
げ
た
よ
う
な
評
や
考
察
を
可
能

と
す
る
特
徴
が
存
在
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
前
節
ま
で
の
論
か

ら
見
る
と
派
生
的
な
問
題
で
は
あ
る
が
、
重
要
な
問
題
で
あ
る
の
で
言
及

し
た
上
で
論
を
終
え
た
い
。

終
章

第
一
節

結
論
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以
上
の
こ
と
か
ら
、
中
島
敦
の
「
記
」
作
品
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な

特
徴
が
指
摘
で
き
る
。

ま
ず
、
一
人
称
「
俺
」
の
出
現
頻
度
が
他
の
作
品
と
比
べ
て
明
ら
か
に

高
い
。
そ
し
て
、
「
俺
」
と
い
う
一
人
称
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
に
お
い

て
主
人
公
の
自
問
自
答
場
面
で
用
い
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
中

島
敦
の
「
記
」
作
品
は
、
主
人
公
自
身
に
よ
る
自
身
の
内
面
の
記
述
と
し

て
の
性
格
が
、
他
作
品
と
比
し
て
相
対
的
に
強
い
。

『
山
月
記
』
に
お
い
て
も
こ
の
よ
う
な
性
格
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

中
島
敦
が
原
話
の
タ
イ
ト
ル
『
人
虎
伝
』
を
『
山
月
「
記
」
』
へ
と
改
め

た
こ
と
に
は
必
然
性
が
あ
っ
た
と
言
え
る
。

ま
た
、
先
述
の
よ
う
な
「
記
」
作
品
の
性
格
は
、
『
山
月
記
』
の
よ
う

に
、
主
人
公
と
中
島
敦
と
の
間
に
何
ら
か
の
共
通
性
が
指
摘
さ
れ
れ
ば
、

作
者
と
共
通
性
を
有
す
る
作
中
の
主
人
公
が
語
る
自
問
自
答
が
、
そ
の
ま

ま
作
者
の
声
と
し
て
読
み
取
ら
れ
得
る
と
い
う
構
造
を
生
む
因
子
と
な
っ

て
い
る
と
指
摘
で
き
る
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
読
み
が
本
当
に
中
島
敦
の

作
品
の
読
解
、
中
島
敦
の
意
図
、
あ
る
い
は
中
島
敦
の
創
作
活
動
に
つ
い

て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
か
ど
う
か
は
別
途
考
察
が
必
要
で
あ

ろ
う
。

第
二
節

今
後
の
課
題

中
島
敦
の
散
文
作
品
に
お
け
る
「
俺
」
と
い
う
一
人
称
の
用
例
の
出
現

頻
度
の
偏
り
に
よ
っ
て
、
中
島
敦
の
「
記
」
作
品
の
特
徴
の
一
端
を
考
察

す
る
手
が
か
り
を
得
た
。
た
だ
し
、
今
回
指
摘
し
た
特
徴
は
、
本
章
第
一

節
で
除
外
し
た
『
環
礁
』
に
お
い
て
は
指
摘
で
き
な
い
。『
環
礁
』
と
「
記
」

作
品
と
の
性
格
の
共
通
性
・
相
違
性
に
つ
い
て
は
別
途
検
討
が
要
る
。
ま

た
、
「
俺
」
の
用
法
の
特
徴
に
つ
い
て
は
拙
論
の
み
に
よ
っ
て
網
羅
的
に

調
査
を
尽
く
せ
た
と
は
言
い
難
く
、
更
に
詳
細
な
検
討
が
必
要
に
な
る
だ

ろ
う
。
加
え
て
、
「
記
」
作
品
の
特
徴
を
作
品
論
的
に
捉
え
う
る
他
の
指

標
が
存
在
し
な
い
か
ど
う
か
、
検
討
を
重
ね
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

［
付
記
］

本
論
文
は
、
立
命
館
守
山
高
等
学
校
二
〇
一
七
年
度
国
語
科
の
授
業
に

お
い
て
、
当
時
二
年
生
の
生
徒
九
名
（
赤
田
・
今
井
・
宇
髙
・
川
崎
・
篠

原
・
田
井
中
・
高
田
・
村
地
・
山
岡
）
が
チ
ー
ム
を
組
み
、
表
題
に
掲
げ

た
問
題
に
つ
い
て
先
行
研
究
や
各
種
文
献
に
つ
い
て
調
査
し
、
執
筆
し
た

論
文
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
生
徒
た
ち
が
調
査
し
た
内
容
や
考
察
に
基

づ
き
、
教
員
二
名
（
林
・
岸
）
が
追
加
の
調
査
と
情
報
整
理
を
し
た
上
で
、

論
文
の
修
正
を
行
っ
た
。

［
注
］

（
一
）
濱
川
勝
彦
（1971

）「
「
山
月
記
」
論

―
二
律
背
反
と
逆
説
の
世
界

―
」

『
国
語
国
文
』40-8

、p.25

。

（
二
）
金
澤
庄
三
郎
編
（1911

）
『
辞
林
』（
三
省
堂
）、p.1091

。

（
三
）
同
上
書
、p.328

。

（
四
）
秋
元
誠
（1989

）
「
中
島
敦
「
山
月
記
」
小
考

―
「
伝
」
か
ら
「
記
」

へ

―
」『
富
山
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
』23

、p.84

。

（
五
）
勝
又
浩
（2004

）
『
中
島
敦
の
遍
歴
』（
筑
摩
書
房
）、pp.129-130

。

（
六
）
堀
誠
（2010

）
「
月
へ
の
咆
哮

―
中
島
敦
「
山
月
記
」
考

―
」
『
早
稲

田
大
学
国
語
教
育
研
究
』30

、pp.123-124

。

（
七
）
同
上
論
文
、p.122

。

（
八
）『
悟
浄
出
世
』『
悟
浄
歎
異
』
の
二
作
品
を
指
す
。



- 25 -

（
九
）
拙
稿
に
お
い
て
は
便
宜
上
、「
己
（
お
れ
）
」「
わ
し
」
の
例
も
含
ん
で
「
俺
」

と
表
記
す
る
。
「
わ
し
」
を
「
俺
」
と
同
類
と
見
な
す
の
は
、『
断
片
』
に
お

い
て
、
「
俺
（
わ
し
）
は
、
ま
だ
そ
ん
な
年
寄
で
は
、
な
い
で
な
。
」
（
ち
く

ま
文
庫
（1993

）『
中
島
敦
全
集

』p.397

）
と
い
う
例
が
認
め
ら
れ
、「
俺
」

3

と
の
近
似
性
が
指
摘
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

（
十
）
ち
く
ま
文
庫
（1993

）
『
中
島
敦
全
集

』、p.138

。

1

（
十
一
）
同
上
書
、p.23
。

（
十
二
）
同
上
書
、p.22
。

（
十
三
）
同
上
書
、pp.207-208
。

（
十
四
）
同
上
書
、p.34

。

（
十
五
）
同
上
。

（
十
六
）
同
上
書
、p.31

。

（
十
七
）
ち
く
ま
文
庫
（1993

）
『
中
島
敦
全
集

』、p.117

。

2

（
十
八
）
同
上
書
、p.118

。

（
十
九
）
同
上
書
、pp.115-116

。

（
二
十
）
同
上
書
、pp.165-166

。

（
二
十
一
）
同
上
書
、pp.209-210

。

（
二
十
二
）
同
上
書
、p.214

。

（
二
十
三
）
同
上
書
、p.240

。

（
二
十
四
）
同
上
。

（
二
十
五
）
同
上
。

（
二
十
六
）
同
上
書
、pp.249-250

。

（
二
十
七
）
同
上
書
、p.264

。

（
二
十
八
）
弦
巻
克
二
「
中
島
敦
「
山
月
記
」
私
論

―
故
郷
喪
失
か
ら
の
出
発

―
」『
光
華
紀
要
』15

、p.86

。

（
二
十
九
）
中
島
タ
カ
「
お
礼
に
か
へ
て
」
（
文
治
堂
書
店
（1959

）
『
中
島
敦
全

集

』
附
月
報
『
ツ
シ
タ
ラ

第
四
輯
』、p.22

）
。

4

（
三
十
）
深
田
久
彌
「
中
島
敦
君
の
作
品
」
（
文
治
堂
書
店
（1959

）
『
中
島
敦
全

集

』
附
月
報
『
ツ
シ
タ
ラ

第
二
輯
』、p.3

）
。

2

（
は
や
し

じ
ゅ
ん
じ
・
英
数
学
館
高
等
学
校
教
諭
）

（
き
し

か
ず
ひ
ろ
・
立
命
館
守
山
高
等
学
校
講
師
）

（
あ
か
だ

あ
ゆ
・
立
命
館
守
山
高
等
学
校
三
年
生
）

（
い
ま
い

な
ご
み
・
立
命
館
守
山
高
等
学
校
三
年
生
）

（
う
だ
か

そ
う
し
ろ
う
・
立
命
館
守
山
高
等
学
校
三
年
生
）

（
か
わ
さ
き

せ
な
・
立
命
館
守
山
高
等
学
校
三
年
生
）

（
し
の
は
ら

り
ょ
う
た
・
立
命
館
守
山
高
等
学
校
三
年
生
）

（
た
い
な
か

か
ず
き
・
立
命
館
守
山
高
等
学
校
三
年
生
）

（
た
か
だ

ま
り
な
・
立
命
館
守
山
高
等
学
校
三
年
生
）

（
む
ら
ち

し
ん
・
立
命
館
守
山
高
等
学
校
三
年
生
）

（
や
ま
お
か

し
ゅ
ん
す
け
・
立
命
館
守
山
高
等
学
校
三
年
生
）
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8
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5
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0

0
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0
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4
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3

0
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5

5

1

8

7

6

2

1
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0

9

7

2

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

現

0

8

8

7

6

4

3

3

2

2

1

1

1

1

1

1

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

出

.
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.
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.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

2

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

数

1

4

8

1

1

5

9

9

8

4

1

6

2

8

9

9

0

1

8

7

8

4

0

4

6

7

3

6

1

2

7

1

4

7

5

4

9

頁

2

3

3

1

1

3

1

3

1

1

4

1

3

1

3

3

3

1

2

1

1

1

2

5

1

2

2

要

1

1

所数

3

0

1

8

7

4

7

9

2

3

2

8

2

1

1

4

1

3

3

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

例

4

3

3

1

4

1

)

)

記

記

遊

遊

）

西

西

一

が

が

記

景

女

（

わ

わ

日

風

景

人

の

で

で

ん

る

夢

情

老

家

ン

下

傍

子

(

(

異

世

活

お

居

と

月

生

女

・

鳥

の

オ

ン

の

の

皇

名

歎

出

記

生

記

れ

の

風

禍

伊

行

七

先

の

竹

い

桃

レ

ヤ

抄

伝

木

ル

ナ

録

品

浄

浄

疾

る

月

め

査

と

人

虚

字

子

婦

乃

嘩

方

福

市

狩

南

憑

田

・

し

竹

ポ

昼

リ

物

陵

人

魚

ウ

題

ト

氛

作

悟

悟

狼

あ

山

か

巡

光

牛

盈

文

弟

夫

木

喧

北

幸

Ｄ

虎

斗

狐

下

蕨

雞

寂

夾

ナ

真

マ

風

李

名

章

プ

無

セ

妖

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

【
表

】
中
島
敦
散
文
作
品
に
お
け
る
「
俺
」
例
数
と
出
現
頻
度

1


